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円城寺貴浩, 小林慎一朗, 林 康平, 荒木智徳, 本田琢也, 小林和真, 赤澤祐子, 金高賢悟, 中尾一彦, 江口 晋：集学的治療が奏
功し、根治切除し得た食道NECの1例. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 76回: 274, 2022.

本田徳鷹, Myat Aung B., Tong Ying, 小野寺貴恵, 梅山泰裕, 谷口寛和, 山口博之, 益谷美都子：肺がんにおけるtalazoparib
のPARP阻害剤としての作用機序の検討(Action mechanism of talazoparib as a PARP inhibitor for lung cancer). 日本癌学会
総会 81回: 3328, 2022.

菅崎七枝, 川嵜光一, 宮村拓人, 岩永聖奈, 隈部葉子, 山下香緒里, 林 徳真吉, 井手昇太郎, 竹本真之輔, 山口博之, 福田 実, 木
下明敏, 迎 寛：院内がん登録データからみるCOVID-19流行が当院での肺がん診療に及ぼした影響. 日本肺癌学会学術集
会 63回: 586, 2022.

宮下香世, 林 康平, 小出明妃, 園田悠紀, 荒木智徳, 田渕真惟子, 本田琢也, 中尾一彦：区域性胆管炎,虚血性腸炎を加療中に
腸管が侵入門戸として考えられたcoagulase negative Staphylococcus(CNS)菌血症の1例. 日本消化器病学会九州支部例
会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 120回・114回: 199, 2022.

澤 健一, 林 康平, 園田悠紀, 荒木智徳, 本田琢也, 中尾一彦：進行胃癌に対するラムシルマブ及びパクリタキセル
(RAM+PTX)による化学療法中に生じた薬剤性乳糜胸水の一例. 日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会
九州支部例会プログラム・抄録集 120回・114回: 200, 2022.

橋口慶一, 中尾康彦, 高橋孝輔, 塩田純也, 赤司太郎, 福島真典, 田渕真惟子, 佐々木 龍, 北山 素, 松島加代子, 本田琢也, 小澤
栄介, 三馬 聡, 赤澤祐子, 山口直之, 宮明寿光, 中尾一彦：複数主治医制導入に伴う医師負担軽減と若手教育への波及効果
についての検討. 長崎医学会雑誌 97(3): 223-230, 2022.

竹本真之輔, 小野沙和奈, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳 宏, 山口博之, 福田 実, 迎 寛：長崎大学病院呼吸器
内科における進行・再発NSCLCに対する薬物療法の年別の治療成績. 日本内科学会雑誌 111: 180, 2022.

高尾大祐, 須山隆之, 行徳 宏, 小笹 睦, 竹本真之輔, 山口博之, 坂本憲穂, 福田 実, 尾長谷 靖, 迎 寛：肺癌治療中に癌性リン
パ管症と鑑別を要する薬剤性好酸球性肺炎を合併した1例. 気管支学 44(2): 177-178, 2022.

森本健司, 山田忠明, 祢木芳樹, 木島貴志, 後藤康洋, 中尾 明, 日比野 真, 竹田隆之, 山口博之, 内匠千惠子, 竹下正文, 千原佑
介, 山田崇央, 平沼 修, 森本吉恵, 岩破將博, 徳田深作, 内野順治, 高山浩一：合併症を伴う肺癌治療 非小細胞肺癌患者の複

合免疫療法におけるがん悪液質の臨床的意義. 日本呼吸器学会誌 11(増刊): 135, 2022.

森本健司, 山田忠明, 横井 崇, 木島貴志, 後藤康洋, 中尾 明, 日比野 真, 竹田隆之, 山口博之, 内匠千惠子, 竹下正文, 千原佑介, 
山田崇央, 平沼 修, 森本吉恵, 岩破將博, 徳田深作, 内野順治, 高山浩一：免疫チェックポイント阻害薬 非小細胞肺癌患者

への複合免疫療法における導入療法早期中止の検討. 日本呼吸器学会誌 11(増刊): 156, 2022.

水田怜美, 芦澤信之, 須山隆之, 行徳 宏, 竹本真之輔, 山口博之, 山本和子, 藤田あゆみ, 田代将人, 田中健之, 溝口 聡, 町野隆
介, 朝重耕一, 松本桂太郎, 一ノ宮大雅, 東島 潮, 関野元裕, 山崎拓也, 小笹 睦, 太田賢治, 赤司良平, 中路 俊, 柳原克紀, 泉川
公一, 迎 寛：COVID-19合併気管気管支腺様嚢胞癌患者に対して気道ステント留置術・放射線治療を行った一例. 日本呼
吸器学会誌 11(増刊): 278, 2022.

池永恵理, 竹本真之輔, 田川隆太, 小野沙和奈, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 行徳 宏, 山口博之, 迎 寛, 小笹 睦, 
福田 実：Nivolumabでpseudo progression(偽進行)を認めた肺大細胞神経内分泌がんの1例. 肺癌 62(2): 144, 2022.

行徳 宏, 小笹 睦, 水田玲美, 田川隆太, 小野沙和奈, 本田徳鷹, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田 実, 
福岡順也, 迎 寛：EBUS-TBNAが甲状腺癌の多発肺内転移の診断に有用であった1例. 気管支学 44(Suppl. ): S274, 2022.

榮田佳那子, 黒瀬浩史, 福田 実, 北崎 健, 福田正明, 菅崎七枝, 木下明敏, 益田 武, 服部 登, 竹本真之輔, 山口博之, 新 勇介, 阪
井裕美子, 入野康宏, 八巻麻美, 佐藤利幸, 迎 寛, 小賀 徹, 岡 三喜男：肺がん免疫チェックポイント療法の効果を予測する

血清バイオマーカーの開発. 日本がん免疫学会総会プログラム･抄録集 26回: 100, 2022.

梅山泰裕, 本田徳鷹, 谷口寛和, 山口博之, 田中義正, 迎 寛：悪性胸膜中皮腫に対するγδT細胞の抗腫瘍効果の評価

(Evaluation of antitumor effect of gamma delta t cells on malignant pleural mesothelioma). 日本癌学会総会 81回: 2234, 
2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.306 5.500 0.727 4.000

総計

2 0 0 2 0 2 34

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

B-b

学会

合計

合計 総計

2022 20 0 0 0 2 1622 7 3 3 1

A-b B-b B-c B-d B-eA-d 合計 B-a

2022

2022

36 50

A-c

38

72

論文数一覧

A-a A-e SCI

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

56.500

36

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

14.125 3.531

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

岡 三喜男, 黒瀬浩史, 最相晋輔, 清水克彦, 福田 実, 菅崎七枝, 木下明敏, 北崎 健, 福田正明, 榮田佳那子, 新 勇介, 阪井裕美
子, 入野康宏, 佐藤利幸, 竹本真之輔, 山口博之, 迎 寛, 小賀 徹, 中田昌男：術前および術後の腫瘍免疫応答をモニタリング

する血清バイオマーカーの開発. 日本肺癌学会学術集会 63回: 590, 2022.

榮田佳那子, 黒瀬浩史, 福田 実, 北崎 健, 福田正明, 菅崎七枝, 木下明敏, 益田 武, 竹本真之輔, 山口博之, 薪 勇介, 坂井裕美
子, 入野康宏, 八巻麻美, 佐藤利幸, 服部 登, 迎 寛, 小賀 徹, 岡 三喜男：免疫チェックポイント阻害薬の効果予測に向けた

血清抗体バイオマーカーの開発. 日本肺癌学会学術集会 63回: 638, 2022.

高尾大祐, 竹本真之輔, 福田 実, 千住博明, 中富克己, 赤城和優, 緒方良介, 佐々木英祐, 小宮一利, 菅崎七枝, 須山隆之, 朝野
寛視, 嶋田 緑, 林 史子, 谷口寛和, 行徳 宏, 山口博之, 早田 宏, 木下明敏, 迎 寛：癌性胸膜炎を伴う非小細胞肺癌に対するラ

ムシルマブ,ドセタキセル併用療法の第II相試験. 日本肺癌学会学術集会 63回: 649, 2022.

黒瀬浩史, 福田 実, 菅崎七枝, 木下明敏, 北崎 建, 福田正明, 竹本真之輔, 山口博之, 最相晋輔, 清水克彦, 榮田佳那子, 新 勇介, 
入野康宏, 佐藤利幸, 中田昌男, 迎 寛, 小賀 徹, 岡 三喜男：肺がん免疫チェックポイント療法の効果をモニタリングする

血清バイオマーカーの開発. 日本肺癌学会学術集会 63回: 715, 2022.

川嵜光一, 宮村拓人, 芦澤博貴, 古賀哲, 道津洋介, 井手昇太郎, 竹本真之輔, 菅崎七枝, 山口博之, 福田 実, 木下明敏, 迎 寛：
アムルビシン単剤療法にG-CSF1次予防的投与が行われた4例. 日本肺癌学会学術集会 63回: 739, 2022.


